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かみすフェスタ
かみすフェスタになって2年目の平成25年 10月 19日～ 20日の2日間。

今年も「かみすフェスタ2013」 に総勢22名参加。私は、2日 目担当でした。

割り当てられたブースに午前8時20分に集り、事務局の朝礼に始まりPRモード

に入りました。各ブースも下準備で慌ただしく、活気に満ちあふれていました。

10時開館予定近くには、すでに大勢の人達が集まられ、ほどなく入場。館内はムンムンした熱気に

つつまれ、シルバー手芸同好会の手芸品販売がなかなかの盛況をみせる中、我々もパンフレットとウ

エットティッシュ配布に努め、館内そして館外と活動。しかしながら、あいにくの天候で外は早くも雨が。

時間と共に横なぐりの雨は激しくなり、傘をさしていても用をたさずズボンはビショビショに濡れ、困っ

ているところに大雨警報が発令されました。まだまだ、これか

らPRと云う余韻を残しながら、とうとう午後 1時急遠中止となり、

シルバーブースも閉店となり、昨年に比べ2日 目はこんな状況

の中でいささか残念でしたが、かみすフェスタ2013終了となり

ました。

関係者の皆様、2日間本当にご苦労様でした。

(知手 :薮田 紀仁 )

秋のフラワーロード花植え
花の好きな私は、市民協働課で花を植えるボランティアに参加を

申し込みました。場所は国道 124号線「波崎地域」荒波、高梨自動

車前花壇です。H月 2日 (土)今日は天気も良く、花の苗木植え日

和でした。持参物は軍手・シャベル、植える花はビオラ・パンジーで

色とりどりの花を9時頃から植え始めました。知らない人でも隣同士、

話もはずみ楽しく1時間位で植え終

わりました。花の苗木が大きくなり、

楽しみです。

このフラワーロードを通る楽しみができました。次回も参加したいと

思います。当日参加者は82名でした「市民協働課調べ」

(波崎 :溝口 政勝)

花がいっぱい咲いてくれるのが



材センター来訪

センター来訪

平成25年度事業運営状況 好成25年 11月末現在)
会 員 入会者数 退会者数 現会員数

男 性 34 つ
“ 347

女 性 36 29 241

合 計 70 50 588

公益社団法人 東海村シルバー人

関田理事長、菅谷常務理事、総務部会員5名、

岡村事務局次長が来訪され、当センターの総

務・企画委員とそれぞれの活動内容や東海村で

行っている独自事業の内容や今後の課題等の意

見交換が行われました。

公益社団法人 北本市シルバー人材

折原理事長及び、役職員11名 が来訪され、

お互いの事業概要を説明し、女性会員の募集

方法や就業の実態、会報や安全パトロールの

方法、センターの問題点等の意見交換が行わ

れました。

□□□□□□ 全国のシルバー会員による重篤事故状況
全国のシルバー人材センター会員による重篤事故 (6ケ月以上の入院～死亡)は、平成 16年以降毎年50件を

超えていましたが、平成23年度37件と大幅に減少、しかし平成24年度には44件と7件増加しました。(本年度

は 9月末現在、昨年度同時期と比べ3件減少)就業中の事故の65%が「墜落・転落Jで主に植木剪定作業をす
る男性会員によるものです。また女性会員の占める割合は毎年度3分の1程度ですが、就業途上 (自転車による

現場往復)の重篤事故に占める割合は40～ 50%と高い率になっています。年齢別では71～ 75歳が38.6%と

最も多く、次いで66～ 70歳が364%となっています。

■KYボードの試験的導入
神栖市シルバー人材センター安全・適正就業推進委員会では、今年度、植

木。草刈・除草現場において「KY(危険予知)ボード」を試験的に導入して

います。これは作業前全員で危険予知とその対策、相互の健康状態を確認

し、一日を安全に作業する目的で行ない、将来的には各現場で使用すること

を目指しています。各現場での朝ネLの励行についてご協力をお願いします。

平成25年
10月 8日 (火 )

平成25年
11月 14日 (木 )

ず

'■

5‐ぼ策縫1鸞

期 間 男 性 女 性 合 計 前年比

就業実人員 244 184 428 96.0%

就業率 703% 763% 728% 98.9%

実 績 受注件数 延人数 配分金 材料費 事務費 契約金合計 前年比

当 月 198 4,138 12,821,060 2,638,037 1,091,544 16,550,641 97.8%

累 計 1,923 33,436 101,193,010 20,109,233 8,658,494 129,960,737 947%



東Jヒのボランティアに参カロしてきました。

私が東北に行くのは三度目になります。一度目は去年の2月でした。一度目の作業は側

溝の中に海の砂が入り、水はけが悪いとのことなので、その砂を取り除く作業でした。

今年の作業は、春に花壇を作り花壇に植えた花の周りの草取りやヒマワリの種取りでし

た。大きなヒマワリや小さな花などがあり、気持ちも和みました。二手に分かれ後の半数

の人は日和山の階段の掃除と周りの草取りでした。どちらの作業も楽ではありませんでし

たが、被災した方々のことを思うと大したことではありませんでした。

ボランティア終了後帰り道に、多くの小学生が津波の犠牲になった大川小

学校によって手を合わせてきました。かわいそうで胸がつまりました。震災か

ら2年半もたつのにまだまだ仮設住宅から出てゆくめども立たないようです。

行った場所は石巻でした。宿は各部屋 1人3畳ほどの宿でした。受け入れ先

は (」EN)というNPO法人でした。

(若松中央 :千葉 猛)

温泉 の紹介
東北方面の温泉ベスト3で私の思う第 1位は乳頭温泉です。

みちのくのやすらぎの出で湯乳頭温泉は江戸時代から続く湯治場で風情を守り、風土

色を大事にし、現代人に憩いと生命の洗濯をしてくれる秘境です。20を起す異なった源

泉が涌出し自色・黒色・茶色、黄金色等、それぞれ特色のある湯を各宿に供給している。

特に鶴の湯は有名で乳白色の温泉で露天風呂が広大で、しかも混浴です (女性専用の

露天風呂もある)。

又四季それぞれの風景がすばらしく生命の喜びと感動を与えてくれます。

秋田旅のつれづれに大曲市 餅電文土器の宝庫 成沢遺跡や土屋館)・角館 (武家屋敷 商家の土蔵)・駒ケ岳
(秋田県第 1位の高峰)・ 田沢湖 (昭和 15年電源・農業開発で世界で唯一の珍種クニマスの死滅)・松尾のアスピー

テライン (松尾御在所温泉からトロコ温泉までの27Kの風景)・八幡平等を楽しんで下さい。

(土合南 :森 優)

新しい仲間です。皆さんよろしくお願いします。

頭
日
Ｌ
二子

2817小瀧 ,青司
2818大谷東洋雄
2819吉岡 勇雄

(知手 )

(太田新町 )

(横瀬 )

2823山田
2824初 lり ‖

文子 (平泉東 )

正行 (深芝 )

2820-野 谷國男 (矢口手 )
2821石河 祐子 (大野原 )
2822小林 康久 (平泉 )

◆9月～ 11月入会者 提恣轟絣
鴎翻載
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息栖神社鳥居前右横に、延歴 18年 8月 (奈良時代)773年、大津波で神社流出の大

災害があったことが記されている。

大同2年の復興の史積と当時の神栖図の史績が有り、当時は神栖は「島」だった事が

良く分かる。

非常に貴重な両史績で有り、この地図は「国立極地研究所」に実在した、地図で神栖に

「帰還」出来た理由は、第2次大戦の「戦友物語」が存在する。

所長の村山雅美名誉教授さんとは、通信隊で荒丼神職さんは上司と部下の親しい関係

であつた。村山さんが大昔の「ネ申栖図」を捜して、荒丼さんに届けて史績が誕生した。村山さんは南極越冬隊長

となり、「タロー、ジロー」を発見して、映画「南極物語」が放映され、監修もして、息栖神社の森も調査している。

(大野原 :福田 潔)

囲目口団
●年末年始休みのご案内

平成25年 12月 28日 (土)から
平成26年 1月 5日 (日 )まで

事務所はお休みとなります。

新年は、1月 6日 (月 )から通常業務となります。

●未就業会員の皆さまへ

センターでは、剪定。草刈・除草・障子張りなど

会員を募集しています。また事務局には「就業情報」

も掲示してありますので、事務局まで気軽にお声を

かけてください。

「就業情報」はホームページでも公開中です。

http://ww、 v.silver― brain com/ibaraki/kanlisu/

今年最後の広報紙になります。これからも読

みやすく、必要な情報を提供できる広報紙をめ

ざしたいと思います。お気づきのことがございま

したら何なりとお申し付けください。

これから年末年始と寒い日が続きます。お体

に気を付け、車も多くなりますので事故には十

分に気を付けて、よい年をお迎えください。

広報委員 一同


